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RU 28965の 呼吸器感染症に対する臨床的研究
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RU 28965を 呼吸器感染症10例 に使用 した。薬剤 は1日 量200～300mgを 分2に て,3～16日 間経 口

的 に服用 した。その結果は著効2例,有 効5例,や や有効1例,無 効2例 で,有 効率 は70%で あった。

また,細 菌学的効果 は消失2例,不 変3例,不 明4例 であ り,判 定 の困難な例 が1例 あ った。副作用

は特 になかった。臨床検査値で1例 に一過性 のご く軽度のS-GOT,S-GPTの 上昇がみられたが,投

与終了後速やかに改善 した。

RU 28965は フ ランス,ル セ ル ・ユ ク ラフ社で開発 さ

れた新 しいマ クロライ ド系抗生剤であ り,エ リス ロマイ

シ ンの9位 を2-methoxy-ethoxy-methyloximeで 置 換 し

た半合成抗 生剤で あ る(Fig.1)。RU 28965の 抗菌 スペ

ク トラムはエ リスロマイシンとほぼ同様で あ り,抗 菌力

はエ リスロマ イシンと同 じか若干弱いが,胃 酸抵抗性 に

優れ ると同時 に吸収が良好 で,血 中濃度のピークはエ リ

スロマイシ ンあるい はジョサ マイシンの5～6倍 であ る。

また,血 中濃度半減期が約7時 間と他のマ クロライ ド系

抗生剤 と比較 して長 く,体 内で代謝 を受ける割合が少 な

いという特徴 を有す る。 さらにこれらを反映 して,喀 痰

中濃度 もエ リスロマ ンシンの約4倍 に達す ると報告 され

てい る1)。す なわち,臨 床的 には従来 のマ クロライ ド系

抗生剤 よ りも少ない投与量で同程度の効果が期待で きる

もの と考 えられ る。

今回,私 どもは呼吸器感染症10例 に本剤 を使用 し,そ

の臨床効果 と安全性 を検討 したのでその成績 を報告する。

I.　対 象 ・方法

各種の呼吸器感染症 を対象 とし,グ ラム陽性菌が分離

された症例お よびその感染の疑われた症例,マ イコプラ

ズマ感染の疑われた患者10例 に本剤 を投与 した。

対象 はすべて成人(平均年齢50歳)で,入 院患 者3例,

外来患者7例,男7例,女3例 である。疾患別では肺 炎

4例,上 気道炎,急 性気管支炎,慢 性気管支炎,気 管支

拡張症,び まん性汎細気管支炎,マ イコルラズマ肺炎各

1例 であった。初診時から重篤で予後不良と思われる症

例,重 篤な肝,腎 障害 を有す る例などは対象から除外 し

た。

投与 方法は1回1錠(150mg)を1日2回,朝 ・夕食前

に内服 させ た。投与 日数は3～16日,他 に1回1錠(100

mg)1日2回,14日 投与 の1例 があった。

II.　効果判定基準

効果判定は臨床症状の改善度にX線 所見,検査成績

Fig. 1 Chemical structure of RU 28965
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を併せ,原 因菌を指定 し得 るものはその消長 を追い総合

判定した。その度合 を著効,有 効,や や有効,無 効の4

段階に分けて主治医が判定 した(Table 1)。

副作用の発現 には注 意 し,Table 2に示 したよ うに投

与の前後に諸検査 を行なった。

III.　治 績 成 績

Table 1に示すとお り,著 効2,有 効5,や や有効1,

無効2の 効果判定で,有 効率(著 効+有 効)は10例 中7例

の70.0%と なった。

次に症例の経過 を略述す る。

症例1:K.S.,30歳,男

咳,喀 痰,発 熱,暖 声,全 身倦怠感 のため外来 を受診

し,本剤 を使用 した。 これに より自覚症状,CRP,赤 沈

の改善がみられ有効 と判定 した。投与前 に8倍 であった

マイコルラズマCF抗 体が投与後128倍 とな り,マ イコ

プラズマ肺炎と診断 した。

症例2:N.M.,32歳,女

咽頭痛,熱,全 身倦怠感のため外来 を受診 し,本 剤 を

使用 した。これにより自覚症状 とCRPの 改善がみ られ

た。投与終了後ご く軽度 のGOT,GPT上 昇がみ られ た

が,中 止後速やかに改善 した。

症例3:Y.S.,71歳,男

咳,喀 痰,左 胸痛,全 身倦怠感 にて来院,左 舌 区に異

常陰影を認めた。本剤 を14日 間投与 した ところ自覚症状,

検査所見,X線 所見の改善 をみ,有 効 と判定 した。

症例4:T.A.,77歳,女

咳,喀 痰,悪 寒,発 熱のため入院。左 舌区の肺炎で白

血球6900,CRP(3+),喀 痰 よ りA.calcoaceticusが 検 出

された。本剤を14日間投与 したところ,症 状,検 査所見,

X線 所見の改善とともにA.calcoaceticusは 消失 した。

症例5:T.T.,71歳,男

咳,喀 痰,胸 痛,悪 寒,発 熱のため来院。CCL 1,500

mg/dayの 投与 を行な ったが改善傾向が見 られず,X線

上異常陰影 も出現 したため本剤 に変更 した。使用開始翌

日より解熱 し始め3日 目には平熱 とな り,自 覚症状,X

線所見,検 査成績の改善 をみた。本例で は投与開始前 の

喀痰よ りK.pneumoniae,E.cloacae,S.pneumoniaeが,

終了後にはA.calcoaceticus,S.pneumoniaeが 検 出 され,

細菌学 的効果は明瞭ではなか った。

症例6:H.M.,36歳,男

3年前に肺結核のため右上葉切 除,1年 前左肺嚢胞縫

縮術を受けた後,慢 性気管支炎 として経過観察 されてい

た。2ヶ 月前 より咳,喀 痰が増強 し,発 熱 も出現 したた

め来院した。本剤使用に より自覚症状,炎 症所見 は改善

し,ま た喀痰中のS.pneumoniaeは 消失 した。

症例7:M.M.,38歳,男

左 下葉の気管支拡張症で経過観察中,咳,喀 痰の増強,

微熱 が出現 したため本剤 を使用 した。 自覚症状 は改善,

CRPも 陰性化 したが完全 寛解 は得 られ なかった。 喀痰

中のH.influenzaeは 不変であ った。

症例8:T.K.,37歳,男

10年来の びまん性汎細気管支炎の症例 で,急 性増悪時

にはK.pneumoniaeが 出現 していた。血痰が 出現 したた

め急性増悪 と考え本剤 を使用 した。投与5日 目より血痰

は消失 したがその他 の症状,所 見は不変であ り,ま た喀

痰 中のK.pneumoniaeに も影響 はなか った。

症例9:R.M.,54歳,女

咳,喀 痰,左 胸痛,発 熱にて来院 し左中肺野に陰影 を

認 め,肺 炎の診断 で入 院 しCPZ,TCの 投与 を受 けたが,

十分 に改善がみ られないまま副作 用のため中止。本剤 に

変更 したところ自覚症状,X線 所 見の著明な改善がみ ら

れた。

症例10:S.T.,61歳,男

肺気腫 にて外来観察 中急 に発熱,咳,喀 痰が増加 した。

本剤 を投与 したが 自覚症状 に改善傾 向な く,白 血球数,

CRPの 改 善 もみ られな か った。喀痰 中 のH.influenzae

も不変であ った。

IV.　副作 用および臨床検査値の異常

本剤 によると思われる副作用 を認 めた例はなかった。

1例 にご く軽度 のS-GOT,S-GPTの 上昇 を認めたが

一過性であ り
,投 与終了後速 やかに改善 した。

V.　考 案

RU 28965の 新 薬 シンポジ ウム1)では,内 科系 で呼 吸

器感染症 を中心 として543例 の成績が まとめ られてい る。

1日 投 与量 はほ とん どの症例 で400mg以 下で,300mg

以下の症例が84.0%を 占めてお り,本 剤の特徴 を反映 し

てい るもの と思 われ る。全体 と しての有効率 は74.0%で

あ り,こ の うち急 性 上気 道 感 染症 で80.9%,肺 炎 で

80.1%で あるが,慢 性気 道感染症では58.8%と やや低 下

していた。私 どもの成績 も同様の傾向を示 し,全 体 とし

ての有効率 は70.0%で あ り。急性上気道感染症1例 中1

例(100%〉,マ イコプ ラズマ肺炎 を含 む肺炎5例 中5例

(100%)に 有効であ ったが,慢 性気道感染症で は4例 中

1例(25.0%)と 有効率が落 ちる傾 向がみ られた。

細菌学的効果では消失2例,不 変3例,不 明4例 で,

消 失菌種 はA.calcoaceticusとS.oneumoniaeで あ った。

また症例5で は,投 与前 にK.pneumoniae,E.cloacae,

S.pneumoniaeが,投 与 終 了 後 に はA.calcoaceticus,S.

pneumoniaeが 分離 され,そ の効果判定は困難であ った。
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新薬 シ ンポジ ウムで は内科系 の症例 の3.4%に 副作用

が報告 されたが,私 どもの症例では副作用は全 くなかっ

た。 臨床 検 査値 の異 常 と してS-GOT,S-GPTの 上昇

(2.0%),好 酸球増多(3,1%)等 が報告 されている。私 ど

もの症例 では1例 にご く軽度のS-GOT,S-GPTの 上昇

をみたが,投 与終了後速やかに改善 した。その他 の異常

値 は認めなかった。

以上 の こ とか ら,新 しい マ クロラ イ ド系抗生 剤RU

28965は 呼吸 器感 染症,特 に急性の上気道感染症,マ イ

コプラズマ肺 炎を含 む肺炎な どの治療に有用と考えられ

る。
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RU 28965, a new macrolide antibiotic, was applied to the treatment of 10 patients with respiratory tract infection. The

drug was administered orally, 300mg b.i.d. mainly, for 3•`16 days. Response was excellent in 2 cases, good in 5, fair in 1

and poor in 2. No adverse effect was observed. Though a transient and slight elevation of S- GOT and S- GPT was noted

in one case, values rapidly returned to the normal range after discontinuation of the drug.


